
（様式第１号） 

令和７年５月１０日    

 

 倉敷市長 伊 東 香 織 あて 

 

（申請者） 

                 倉敷市西中新田６４０ 

特定非営利活動法人 倉敷人権啓発ネットワーク 

代表理事 倉敷 太郎       

 

 

令和７年度倉敷市人権啓発活動事業費補助金交付申請書 

 令和７年度倉敷市人権啓発活動事業費補助金の交付を受けたいので、倉敷市人権啓発活

動事業費補助金交付要綱第６条の規定により、次のとおり申請します。 

 なお、申請にあたっては、同要綱に定める条項の適用を受けることについて同意します。 

記 

１ 補助金交付申請額       １９４，０００ 円 

２ 添付書類 

 (1)  補助事業実施計画書（様式第２号） 

 (2)  補助事業収支予算書（様式第３号） 

 (3) 団体概要書（様式第４号） 

(4) 活動実績書（様式第５号） 

 (5) その他（市長が必要と認める書類）

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第３号の市補助金欄額を記載すること 

提出日を記入すること 



   （様式第２号） 

補 助 事 業 実 施 計 画 書 

事 業 名 すべての人々がともに暮らし、共に支え合う社会を考えるつどい 

事 業 種 別 
■講演会 ■シンポジウム □コンサート □展覧会 □ワークショップ 

□交流会  □映画上映会 □その他（          ） 

共 催 ・ 後 援 団 体 

共催（   ○△□会   ） 後援（倉敷市・倉敷市教育委員会） 

費用・役割分

担 
有（        ／     円 ）・無 

啓発する人権課題 
□男女共同参画 □子ども ■高齢者 ■障がい者 □同和問題 □外国

人 □その他の人権課題（                    ） 

事 業 の 目 的 

高齢化は急速に進み、介護が必要な高齢者は増加し、核家族化の進行や女性の社会

進出により状況は大きく変化しています。また、障がい福祉サービスの制度もめま

ぐるしく変動しています。支援体制は図られてきていますが、「外出しにくい雰囲

気がある。」「白い目で見られることがある。」など、社会的にハンディキャップを負

う人々がありのままの姿で他の人々と同等の権利を享受できるまでには至ってい

ません。当事者の意見を聞くことで、すべての人々がともに暮らし、共に支え合う

社会の大切さに気づき、共感できる市民を増やすために実施する。 

実 施 年 月 日 令和７年１１月８日（土）１３：００～１６：００   

実  施  場  所 ○○ふれあいセンター 大ホール        （定員２００人） 

参加（予定）人数 約１８０ 人 

事 業 周 知 方 法 

市内障がい者団体、老人クラブ及び支援団体など計５０か所に案内を郵送 公共施

設、計３０か所に郵送 法人のＨＰ特にＳＮＳを活用して事業内容を広報していく 

○○新聞の情報欄に掲載予定 

具 体 的 内 容 

１３：００～１４：３０ 講演会「ノーマライゼーションのまち（仮）」 

講師：◎大学教授の人権あゆみさん 

（講師のプロフィール及び経歴は別紙のとおり） 

１４：４５～１６：００ パネルディスカッション「本当の住みやすさって、

何？（仮）」パネラー：人権あゆみ、障がい者団体（２人）、老人クラブの代表（２

人）家族会の代表（１人）の計６人 それぞれの立場から、日ごろ感じていること

を話してもらい、現状から見える課題について、取組の必要性や解決策について考

えていくことにする。最後に、参加者からの質問や意見及び感想を聞く時間を設け

る。アンケートを実施する。 司会 副代表 人権 守 

実施スケジュール 

９月 講師・パネラー打ち合わせ  １０月 チラシ作成と配布 広報開始 

１１月 講師・パネラーと最終打ち合わせ 配布資料を準備し事業実施 

 報告会を開催 

そ   の   他 
当日１０時にスタッフ集合し、１１時より講師・パネラーとの打ち合わせ予定 

託児は、１０名を予定 申込は、ファックスと電話にて先着順とする。 

 

 

事業内容が分かるもの 

とすること 

※啓発する

人権課題の

現状から、広

く一般の市

民の人権意

識の高揚を

図るために、

どのような

啓発をした

いのか分か

るように具

体的に記入

してくださ

い。 

特に集客のために

工夫している点を

記載すること 

申込方法や手話

通訳・託児等の有

無などを記載す

ること 

具体的に事業の内

容が分かるように

記載すること 



（様式第３号） 

補 助 事 業 収 支 予 算 書 

１ 収入の部                                （単位：円） 

区 分 金 額 積 算 内 訳 

収

入 

市 補 助 金 １９４，０００  

自 主 財 源 ６８０  

そ の 他   

収 入 総 額 １９４，６８０  

 

２ 支出の部                                （単位：円） 

区 分 金 額 積 算 内 訳（単価・数量等） 

経

費 

報 償 金 ３５，５００ 
講師謝金；人権あゆみ 

パネラー 3,800×5 名 

16,500 円 

19,000 円 

賃 金 ２０，０００ 託児；@1,000×5h×4 名 20,000 円 

旅 費 ２１，８８０ 
講師旅費（大阪） 

宿泊費 

11,880 円 

10,000 円 

消 耗 品 費 １２，２００ 

案内等送付用封筒 100 枚 @1,600×2 

コピー用紙Ａ３ 1000 枚 @2,000×2 

インクカートリッジ @5,000×1 

3,200 円 

4,000 円 

5,000 円 

印 刷 製 本 費 ２３，６００ 
チラシ印刷代；@10×2,000 枚 

資料印刷代；@20×180 部 

20,000 円 

3,600 円 

食 糧 費 ４，８００ 講師・パネラー昼食代@800×6 人 4,800 円 

通 信 運 搬 費 ９，７００ 
郵送料；@ 110×50 通 

@140×30 通 

5,500 円 

4,200 円 

保 険 料 ３，０００ ボランティア保険 3,000 円 

施設使用料及び 

備 品 等 賃 借 料 
５２，０００ ○○ふれあいセンター◎ホール 52,000 円 

業 務 委 託 料 １２，０００ 駐車場警備委託料 12,000 円 

手  数  料 ０   

事 業 費 総 額 １９４，６８０ 
 

 

※積算内訳は別紙添付も可 

 

補助限度額（１０万円又は５０万円）と補助対象経費を

比較して小さい額（千円未満切り捨て）を記載すること 

支出の部の事業費総額と一致のこと 

※補助対象経費については，「応募の手引き」を 

ご参照ください。 



（様式第４号） 

団 体 概 要 書 

 

団  体  名 特定非営利活動法人 倉敷人権啓発ネットワーク 

代表者職名 

及び 

氏   名 

代表理事 倉敷 太郎 

所  在  地 

 （連 絡 先） 

 〒７１０－８５６５ 

住 所 倉敷市西中新田６４０ 

ＴＥＬ ×××－×××－×××× 

ＦＡＸ ×××－×××－×××× 

E-mail ×××@××××.×××.×××××.jp 

 

 

補助金交付申請書 

作 成 担 当 者 

( 連  絡  先 ） 

氏名  人権 一郎 

ＴＥＬ ×××－×××－×××× 

携 帯 ×××－×××－×××× 

E-mail ×××@××××.×××.×××××.jp 

設 立 年 月 日  平成１５年 ４月 １日 

活 動 目 的 
障がい者や高齢者等社会的にハンディキャップを負う人々が、そのまま

の姿で他の人々と同等の権利を享受できる社会の実現を目指す。 

役  員  数 ６名 

社員（会員）数 
正会員  １５名 

 賛助会員 ３０名 

※ 定款・規約・会則及び役員名簿またはこれらに相当する書類の写しを添付すること。 

法人・団体の所在地を記載すること 

(市からの通知書はここに送られます。） 

Ｅメールアドレスを記載すること 

 



（様式第５号） 

活    動    実 績 書 

 

令和４年度実績 

Ｒ４．５  ＮＰＯ法人総会及び会員研修会 

Ｒ４．１０ 「子どもの人権とかかわり」と題した講演会（オンライン） 

       講師；◎◎大学准教授 人権 太郎 

 

令和５年度実績 

Ｒ５．５  ＮＰＯ法人総会及び副代表 人権 守の海外研修報告会 

Ｒ５．６  倉敷市保健所の「こころの健康講座」の講師 

       代表理事 人権 太郎がパネラーで参加 

Ｒ５．８  夏休み人権大会と題して◎◎中学校、△△小学校、■■小学校の生徒、保護者を対

象に人権祭りを開催 

Ｒ５．１２ クリスマスコンサート 

       全盲のシンガー「役所 守」のトーク＆コンサート 

 

※ Ｒ５．９～Ｒ５．１１の間、難病を持つ 3 歳の“人野 夢子”ちゃんの移植手術費のカンパ

活動を６回実施 

    令和６年度実績 

Ｒ６．５  ＮＰＯ法人総会及び会員研修会 

Ｒ６．９  「障がい者の人権とかかわり」と題した講演会 

       講師；◎◎大学准教授 倉田 敷子 

Ｒ７．１  犯罪被害者援護会と難病支援者団体の代表を招いて討論会 

 

※ 既存の活動実績書【活動報告書及び決算書、活動概要がわかる資料（チラシ・新聞記事等）】が

ある場合は、「別紙のとおり」として添付しても構いません。

  

※実績については、総会資料等を別紙で添付することで替える 

ことができますが、活動実績部分を添付すること 



（様式第８号） 

令和７年７月１０日   

 

 倉敷市長 伊 東 香 織 あて 

 

                  倉敷市西中新田６４０ 

特定非営利活動法人 倉敷人権啓発ネットワーク 

 代表理事 倉敷 太郎       

            

 

令和７年度倉敷市人権啓発活動事業費補助金変更承認申請書 

 令和７年５月３０日付け人推第○○号で交付決定通知のあった令和６年度倉敷市人権

啓発活動事業費補助金について、次のとおり変更したいので、倉敷市人権啓発活動事業費

補助金交付要綱第９条の規定により、その承認を申請します。 

記 

１ 補助事業名    すべての人々がともに暮らし、共に支え合う社会を考えるつどい 

 

２ 変更の内容    実施年月日の変更 

 （変更前）令和７年１１月８日（土）１３：００～１６：００ 

 （変更後）令和７年１１月１５日（土）１３：００～１６：００ 

 

３ 変更の理由 

  講師の◎大学教授の人権あゆみさんが、都合が悪くなったため。 

 

４ 添付書類 

(1) 補助事業実施計画書（様式第２号） 

(2) 補助事業収支予算書（様式第３号） 

 

 

様式第６号の日付と番号を記載すること 



（様式第１０号） 

令和７年１１月５日   

 

 倉敷市長 伊 東 香 織 あて 

 

（申請者） 

                  倉敷市西中新田６４０番地 

特定非営利活動法人 倉敷人権啓発ネットワーク  

代表理事 倉敷 太郎     

 

 

令和７年度倉敷市人権啓発活動事業費補助金事業中止（廃止）承認申請書 

 令和７年５月３０日付け人推第○○号で交付決定通知のあった令和６年度倉敷市人権

啓発活動事業費補助金について、事業を中止（廃止）したいので、倉敷市人権啓発活動事

業費補助金交付要綱第１０条の規定により、その承認を申請します。 

記 

１ 中止（廃止）する補助事業名 

  すべての人々がともに暮らし、共に支え合う社会を考えるつどい 

 

２ 中止（廃止）の内容 

  講演会とシンポジウム 

 

３ 中止（廃止）の理由 

  予定していた講師が体調不良で講演会を開催することができなくなったため、集客が

見込めないため。 

 

４ 中止の期間（廃止の時期） 

  令和７年１１月８日（土） 

様式第６号の日付と番号を記載すること 



（様式第１１号） 

令和７年６月１日   

 

 倉敷市長 伊 東 香 織 あて 

 

（申請者） 

                  倉敷市西中新田６４０番地 

特定非営利活動法人 倉敷人権啓発ネットワーク 

代表理事 倉敷 太郎    

 

 

令和７年度倉敷市人権啓発活動事業費補助金概算払請求書  

 令和７年５月３０日付け人推第○○号で通知のあった令和６年度倉敷市人権啓発活動事

業費補助金について、倉敷市人権啓発活動事業費補助金交付要綱第１５条第３項の規定に

より、次のとおり請求します。 

記 

金 ９０，０００円也 

 

 

１ 交付決定額    １９４，０００ 円 

 

 

２ 今回請求額     ９０，０００ 円 

 

様式第６号または第９号（最新のもの）の

日付と番号を記載すること 

様式第６号または第９号（最新のもの）の

日付と番号を記載すること 

交付決定額の２分の１以内の金額で 

請求すること 



（様式第１２号） 

令和７年１２月１日   

 

 倉敷市長 伊 東 香 織 あて 

 

（申請者） 

                 倉敷市西中新田６４０番地 

特定非営利活動法人 倉敷人権啓発ネットワーク 

代表理事 倉敷 太郎    

 

 

令和７年度倉敷市人権啓発活動事業費補助金実績報告書  

 令和７年５月３０日付け人推第○○号で通知のあった令和６年度倉敷市人権啓発活動

事業費補助金に係る補助対象事業が完了したので、倉敷市人権啓発活動事業費補助金交付

要綱第１２条の規定により、関係書類を添えて報告します。 

記 

１ 補助事業実施年月日    令和７年１１月８日 

 

２ 交付決定額           １９４，０００ 円 

 

３ 事業費総額           １８６，３８０ 円 

 

４ 添付書類 

(1) 補助事業報告書（様式第１３号） 

 (2)  補助事業収支決算書（様式第１４号） 

(3)  その他（市長が必要と認める書類）

様式第６号または第９号（最新のもの） 

の日付と番号を記載すること 

様式第６号または第９号（最新のもの） 

の交付決定額を記載すること 

様式第１４号事業費総額（決算額）を記載すること 



       （様式第１３号） 

補 助 事 業 報 告 書 

事 業 名 すべての人々がともに暮らし、共に支え合う社会を考えるつどい  

事 業 種 別 
■講演会 ■シンポジウム □コンサート □展覧会 □ワークショップ 

□交流会  □映画上映会 □その他（          ） 

共 催 ・ 後 援 団 体 

共催（        ） 後援（倉敷市・倉敷市教育委員会） 

費用・役割分

担 
有（託児用スタッフ ／     円 ）・無 

実 施 年 月 日 令和７年１１月８日（土）１３：００～１６：００ 

実 施 場 所 ○○ふれあいセンター 大ホール  （定員 ２００人） 

参 加 人 数       １８５ 人  

事 業 周 知 方 法 

１０月障がい者団体、老人クラブ及び支援団体などへ各２枚ずつ、計５０か

所に案内を郵送 公共施設へ２０枚ずつ、計３０か所に郵送 法人のＨＰ及

びＳＮＳでＰＲ １０月○○新聞の情報欄に掲載、１１月△△ラジオに出演 

具 体 的 内 容 

１３：００～１４：３０ 講演会「ノーマライゼーションのまち」  

講師：◎大学教授の人権あゆみ１４：４５～１５：３０ パネルディスカ

ッション「本当の住みやすさって、何？」パネラー：人権あゆみ、障が

い者団体（○○さん○△さん）、老人クラブの代表（□□さん□△さん）家族

会の代表（○□さん）の計６人のトーク１５：３０～１６：００参加者から

の質問や意見コーナー。アンケートの実施。 司会 副代表 人権 守 

事 業 の 成 果 等 

予想を上回る参加者があった。人権あゆみ教授の講演も現状を織り交ぜては

なされ、参加者も何度もうなずく姿が見られた。後半のシンポジウムも参加

者から積極的に意見や質問があり、時間が足りないほどであった。質問や意

見を素早く聞き取ることができるように、会場にマイクを持った人を１人で

はなくて２人は必要であった。アンケートの結果も「大変良かった」「良かっ

た」と答える人が約８０％を占めた。やり切れない思いをしている人、つら

い思いをしている人が本当に多くいることを改めて感じた。社会的弱者と言

われる人々の置かれている現状には気づき理解していただけたのではないか

と感じている。反省会実施後、機関誌に事業の成果を掲載し、今後は現状を

知っていただくことに重点をおいた活動を行っていきたい。 

（注）上記の「具体的内容」・「事業の成果等」については、別葉として添付しても構いません。

※当日のスケジ

ュール・出演者

等、計画に基づい

て実施されたこ

とが分かるよう

に記載すること。 

※事業の目的の

達成状況や成果

及び今後の活動

への活用などを

記載すること。 



（様式第１４号） 

補 助 事 業 収 支 決 算 書 

１ 収入の部                               （単位：円） 

区 分 予算額 決算額 積 算 内 訳 

収

入 

市 補 助 金 １９５，０００ １８６，０００  

自 主 財 源 ３４０ ３８０  

そ の 他    

収 入 総 額 １９５，３４０ １８６，３８０  

２ 支出の部                               （単位：円） 

区 分 予算額 決算額 積 算 内 訳（単価・数量等） 

経

費 

報 償 金 ３５，５００ ３５，５００ 

人権あゆみ       16,500 円 

パネラー3,800×5 名 

                 19,000 円 

賃 金 ２０，０００ １５，０００ @1000×5h×3 名 15,000 円 

旅 費 ２２，５４０ ２１，８８０ 
講師旅費（大阪） 11,880 円 

宿泊費           10,000 円 

消 耗 品 費 １２，２００ １１，１００ 

封筒 @1,300×2   2,600 円 

用紙 @2,000×2   4,000 円 

インク@4,500×1   4,500 円 

印 刷 製 本 費 ２３，６００ ２２，０００ 
チラシ@9.5×2,000  19,000円 

資料@15×200部    3,000 円 

食 糧 費 ４，８００ ４，２００ 
講師・パネラー昼食代 

   @700×6人     4,200 円 

通 信 運 搬 費 ９，７００ ９，７００ 
郵送料；@110×50 通 5,500 円 

       @140×30 通 4,200 円 

保 険 料 ３，０００ ３，０００ ボランティア保険  3,000 円 

施設使用料及び 

備 品 等 賃 借 料 
５２，０００ ５２，０００ ◎ホール     52,000 円 

業 務 委 託 料 １２，０００ １２，０００ 駐車場警備委託料 12,000 円 

手  数  料 ０ ０  

事 業 費 総 額 １９５，３４０ １８６，３８０  

（注）領収書の写し（明細が確認できるもの）を添付すること。

mailto:チラシ@9.5×2,000


（様式第１６号） 

令和７年１２月１９日  

 

 倉敷市長 伊 東 香 織 あて 

 

（申請者） 

                 倉敷市西中新田６４０番地 

特定非営利活動法人 倉敷人権啓発ネットワーク 

代表理事 倉敷 太郎    

 

 

令和７年度倉敷市人権啓発活動事業費補助金精算払請求書 

 令和７年１２月１５日付け人推第××号で交付額確定通知のあった令和６年度倉敷市人

権啓発活動事業費補助金について、倉敷市人権啓発活動事業費補助金交付要綱第１５条第

１項の規定により次のとおり請求します。 

記 

  金      ９６，０００ 円也 

 

 

１ 交付確定額         １８６，０００ 円 

 

２ 概算払受領済額   ９０，０００ 円 

 

３ 今回請求額            ９６，０００ 円 

 

 

様式第１５号の日付と番号を記載すること 

今回請求額を記載すること 


